
夜
を
紅あ

か

く
染
め
る 

―
―

  

奇
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」
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白鷹町長選挙

白鷹町長に佐藤誠七氏が再任

町長 結果

　 5,828

3,086

　

10
月
16
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
白
鷹

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、現
職
の
佐
藤
誠
七
氏（
65
歳
・
十
王
）

が
５
８
２
８
票
を
獲
得
。
新
人
で
前
町

議
の
樋
口
与
一
朗
氏
（
60
歳
・
荒
砥
乙
）

を
破
り
、
４
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
28
年
10
月
26
日
か
ら
平
成
32

年
10
月
25
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

な
お
、
町
長
選
挙
の
投
票
率
は
73
・

46
％
で
、
前
回
よ
り
４
・
89
％
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
翌
日
の
17
日
に
は
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ

れ
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
影
山
長
助

■ 区 73.46

区 有

１ 508 168 156 324
２ 381 135 141 276
３ 504 154 159 313
４ 424 145 157 302
５ 718 219 197 416
６ 851 252 260 512
７ 1,128 329 329 658
８ 岡 249 75 84 159
９ 219 70 59 129
10 55 22 18 40
11 1,948 508 523 1,031
12 487 136 126 262
13 190 59 56 115
14 下 大 287 82 65 147
15 1,022 315 333 648
16 267 89 71 160
17 433 142 145 287
18 339 96 110 206
19 39 17 12 29
20 浅立 621 190 216 406
21 390 126 122 248
22 小 480 165 172 337
23 町下 588 166 171 337
24 157 60 52 112
25 － 684 887 1571

合 12,285 4,404 4,621 9,025

第３期佐藤町政、始動。

委
員
長
が
当
選
証
書
を
付
与
。
佐
藤
町

長
は
表
情
を
引
き
締
め
、
決
意
を
新
た

に
当
選
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
、
任
期
初
日
の
10
月
26

日
に
初
登
庁
。
役
場
玄
関
前
で
多
く
の

町
民
の
方
や
町
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
、花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
央
公
民
館
で
就
任
式
が
行
わ
れ
、
職

員
に
対
し
訓
示
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て

町
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
「
打
て
ば
響
く
町
政
」
―
―
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
の
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が

切
ら
れ
ま
し
た
。

読 れ、

を し な
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町 会 結果

 5,750

 子 2,214

　この度は、皆様方からの温かいご支援
を賜り、初当選させていただきましたこ
とに心より感謝申し上げます。
　人口減少、少子高齢化、山林の荒廃、
危険な空き家対策などの課題が多々あり
ますが、住みよいまちづくりのために現
場主義を貫いてがんばってまいります。
　今後とも皆様方のなお一
層のご指導をよろしくお願
い申し上げます。

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
当
選
の
栄
に
浴
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

８
年
間
町
政
を
担
わ
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、
引

き
続
き
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
つ

く
り
あ
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
、
さ
ら
に
進
め
て
参
る
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援
及
び
教

育
の
充
実
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り

複
合
施
設
」
の
整
備
、
県
が
進
め

る
「
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」

と
連
動
し
た
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
木
材
の
利
活
用
等
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
西
廻
り
幹

線
道
路
の
整
備
促
進
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
向
け
た
対
応
な
ど
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
着
実

に
整
備
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

米
沢
藩
の
名
君「
上
杉
鷹
山
公
」

が
先
駆
的
に
、
そ
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
、
殖
産
興
業
、
人

材
育
成
な
ど
の
精
神
に
倣
い
、
本

町
の
更
な
る
振
興
発
展
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

白鷹町議会議員　

 渡部 善美

白鷹町長　佐藤 誠七

第３期佐藤町政、始動。

白鷹町議会議員補欠選挙

町議会議員に

渡部善美氏が初当選

　町議辞職に伴う町議会議員補欠選挙が、白鷹
町長選挙同日に行われ、新人で無所属の渡部善
美氏が 5,750 票を獲得、同じく新人で無所属
の増田啓子氏を破り、初当選を果たしました。

就任のごあいさつ

町
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負

場主義を貫いてがんばってまいります。
　今後とも皆様方のなお一
層のご指導をよろしくお願

町
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負
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のニュ

よ
り
安
心
・
安
全
な
救
命
救
急
の
た
め
に

高
規
格
救
急
自
動
車
引
渡
し
式

介
護
の
道
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
修
了
式

　

町
総
合
防
災
訓
練
は
10
月
23

日
、
東
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
東
根
地
区
の
各

自
主
防
災
会
、
消
防
団
、
東
根

小
学
校
児
童
、
町
職
員
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
長
井
盆
地
西
縁
断

層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発

生
を
想
定
し
た
、
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
後
、
水
防
訓
練
や
応
急
給

水
・
給
食
訓
練
、
応
急
救
護
訓

練
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
18

項
目
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
避

難
訓
練
を
終
え
た
東
根
小
学
校

６
年
生
の
衣
袋
元
基
く
ん
は
、

災
害
発
生
時
の
安
否
を
声
の
伝

言
で
伝
え
ら
れ
る
「
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
体
験
し
、「
も

し
災
害
に
遭
っ
て
も
家
族
に
自

分
の
安
否
を
伝
え
ら
れ
る
の
で

安
心
で
き
る
」
と
緊
張
し
て
い

た
表
情
を
緩
め
ま
し
た
。　

　

〝
も
し
も
〞
の
備
え
を
万
全
に

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

17 １ を した 、

し

　

10
月
28
日
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
す
る
、
平
成
28
年

度
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
介

護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
の
修

了
式
が
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
生
で
あ
る
荒

砥
高
校
生
６
人
、
一
般
３
人
の

計
９
人
は
、
５
月
か
ら
始
ま
っ

た
１
３
０
時
間
に
及
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
施
設
実
習
を
終

え
、
こ
の
日
、
竹
田
寛
治
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
修
了
証

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生

の
一
人
で
、
来
年
４
月
か
ら
町

内
の
福
祉
施
設
へ
進
む
塩
川
秀

幸
さ
ん（
荒
砥
高
３
年
）は
、「
研

修
は
長
く
て
大
変
だ
っ
た
が
、

し
っ
か
り
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、知
識
・

技
術
・
介
護
の
心
を
持
っ
た
介

護
士
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」
と
達
成
感
に
満
ち

た
表
情
で
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
消
防
署
白
鷹
分

署
で
高
規
格
救
急
自
動
車
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
更
新
さ
れ
た
救
急
自
動

車
は
、
患
者
室
が
広
く
な
っ
た

こ
と
で
車
内
で
処
置
を
す
る
場

合
な
ど
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
な
り
、
救
急
活
動
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
イ
ン
グ
式
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
架
台
が
、
揺
れ
に
よ
る
傷
病

者
へ
の
負
担
を
軽
減
。さ
ら
に
、

前
ド
ア
部
以
後
の
赤
帯
を
反
射

材
で
施
行
し
、
前
側
面
左
右
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
赤
色
灯
を
装
備
す
る
こ

と
で
夜
間
に
お
い
て
も
安
全
に

走
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

適
正
な
救
急
自
動
車
の
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

を し、 を の さん
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小
さ
な
町
に
広
が
る
大
き
な
輪

国
際
交
流
会
を
開
催

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ

た
10
月
23
日
、
第
１
回
目
と
な

る
国
際
交
流
会
が
ふ
る
さ
と
森

林
公
園
内
も
り
も
り
ハ
ウ
ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
在
住
外
国
人

と
町
民
相
互
の
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際
交

流
会
実
行
委
員
会
（
竹
田
寛
治

実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
た
も

の
。
こ
の
日
は
、
町
内
在
住
の

外
国
出
身
者
や
山
形
大
学
の
留

学
生
な
ど
約
30
人
と
町
民
の
方

を
含
め
総
勢
60
人
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
コ
ン
ゴ
、
ロ
シ

ア
、
ラ
ト
ビ
ア
の
出
身
者
が
一

堂
に
会
し
、
山
形
県
の
秋
の
風

物
詩
で
あ
る
芋
煮
を
囲
み
、
自

己
紹
介
な
ど
を
し
な
が
ら
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。
有
意
義
な

交
流
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の

高
橋
マ
ジ
ー
さ
ん
（
畔
藤
）
か

ら
は
「
と
て
も
楽
し
い
交
流
が

で
き
た
。
次
回
は
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
も
し
た
い
」
と
、
早

く
も
次
の
開
催
を
希
望
す
る
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

　

町
誕
生
62
周
年
記
念
地
区
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
は
10
月
９

日
、
町
内
15
区
間
を
結
ぶ
総
距

離
42
・
８
キ
ロ
で
行
わ
れ
、
６

地
区
計
１
０
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

雨
の
上
が
っ
た
午
前
９
時
30

分
、
レ
ー
ス
は
２
連
覇
中
の
鷹

山
チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
で
ス
タ
ー

ト
。そ
の
後
、一
度
は
十
王
チ
ー

ム
が
首
位
に
立
つ
も
、
３
区
で

荒
砥
チ
ー
ム
の
茨
木
天
真
選
手

が
区
間
新
記
録
と
快
走
。
荒
砥

チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
中
・
高
・

一
般
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

チ
ー
ム
力
を
見
せ
、
ア
ン
カ
ー

の
渡
邉
守
選
手
が
両
手
を
高
々

と
挙
げ
て
ゴ
ー
ル
。
10
年
ぶ
り

の
栄
光
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

荒
砥
チ
ー
ム
が
10
年
ぶ
り
の
優
勝

大会結果

１ ２ 31 04
２ ２ 33 40
３ ２ 36 08
４ ２ 38 11
５ ２ 46 19
６ ２ 50 06
７ ３ 02 05

の 、 を た

の な 、 な

の た

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
さ
れ
た
方
々

に
、
町
か
ら
激
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
10
月
交
付
分
と
し
て
交

付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
成
績
優
秀

者
は
次
の
方
で
す
。

平
成
28
年
度
成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付

大
会

54
大会

人
差
し
指
で
〝
１
位
〞
を
表
し
、
仲
間
の

待
つ
ゴ
ー
ル
へ
勢
い
よ
く
飛
び
込
む
荒
砥

チ
ー
ム
ア
ン
カ
ー
の
渡
邉
選
手

３ の を し

た 田さん
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田植えから脱穀作業までを体験
東根小学校児童が米づくりを学ぶ

　10 月 14 日、東根小学校の５年生 15 人が脱穀作
業を体験しました。
　児童たちは、小山沢地区中山間地域づくり推進協
議会の皆さんの指導を受けながら、５月に田植え、
９月に稲刈りを体験。そして、この日の脱穀作業で
は、脱穀機を使いながらもくもくと最後の作業に汗
を流しました。米づくりの全工程を学んだ児童は「大
変な作業があっておいしいご飯が食べられることが
わかった」「楽しい経験ができたので家でも手伝い
をしたい」と達成感に満ちた表情を見せました。

　天候にも恵まれ、お祭日和となった 10 月 23 日、
フラワー長井線まつり 2016 が開催されました。
　開会セレモニーでは、山形鉄道㈱より、四季の郷
駅で楽しむ会と荒砥高校生徒会の皆さんへ、日頃の
駅の活性化及びボランティア等への活動に対して感
謝状が贈呈されました。その後、白鷹少年少女合唱
団の皆さんの合唱から始まり、愛真こども園のバ
ルーン、よつばこども園の和太鼓、さくらの保育園
のゆうぎ、荒砥高校吹奏楽部の合奏、白鷹太鼓鷹翔
会の演技と続き、会場は例年以上の盛り上がりを見
せました。

　第 24 回山形県少年少女スポーツ交流大会のサッ
カー競技（小学生の部）が 10 月２日、県総合運動
公園で開催され、しらたかＦＣ．ホークススポーツ
少年団が出場しました。
　試合は全 20 チームを５つのブロックに分けた
トーナメント戦。１試合目の日新ＳＳＳ戦は５点差
をつけて圧勝。続く２試合目は、県内でもトップク
ラスの実力を誇るクラブチームのＳＦＣジェラーレ
との対戦。ＦＣ．ホークスは前半を２対１のリード
で折り返すと、後半に紺野稜真選手（荒砥小６年）
がダメ押しの追加点。その後１点を返されるも、そ
のまま逃げ切り、この大会２連覇を達成しました。

爽やかな秋空の下で開催
フラワー長井線まつり 2016

６ １

３ ２

第24回山形県少年少女スポーツ交流会
しらたか FC. ホークスが２連覇達成
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　10 月６日、「ぜひ知っておきたいウイルス肝炎の
治療」をテーマに、健康づくり講演会が町健康福祉
センターで開催されました。
　講演では、山形大学医学部教授の上野義之氏が、
Ｂ型肝炎とＣ型肝炎の違いや治療法、日常生活で気
をつけることなど、専門的な用語をわかりやすく例
えるなどして説明。参加者は、自分自身だけでなく、
家族や周りの方にも伝えられるようにと、メモをと
りながら熱心に上野先生の話に耳を傾けました。

魅力的な郷土食・豊かな食文化の継承のために
町内各小学校で郷土食伝承事業
　白鷹町食の文化街道推進会議（菅原有一会長）が、
郷土食の味ととともに地場産農産物、自然、文化の
豊かさ、先人の知恵などを子どもたちに伝えるため
に毎年実施している郷土食伝承事業。今年も町内各
小学校の６年生を対象に行われ、児童たちは栗ごは
んや芋煮、冷やしるなど、地元産の旬の食材をふん
だんに使った郷土食を味わいました。いきいき深山
郷のどか村でふるさとの味を楽しんだ鮎貝小学校の
児童たちは、「とてもおいしかった」「郷土の味を引
き継いでいけるようにがんばっていきたい」と郷土
食への関心を高めました。

　10 月 29・30 日の２日間、第 46 回白鷹町芸術
祭が文化交流センターあゆーむで開催されました。
　１日目は、開会に先立ち「読書感想文コンクール
表彰式」及び「芳賀秀次郎賞表彰式」が執り行われ、
その後の「おんがく祭」と「歌謡発表」では、町少
年少女合唱団や白鷹金剛会など計５団体が歌や楽器
演奏、舞いを披露。２日目は「芸能まつり」と題し
て、一般公募の参加者を含む 17 組の出演者がそれ
ぞれの “芸術” をステージ上で表現しました。さら
に会場には、書や写真、絵画、工芸品など、町民の
皆さんが生み出した芸術作品が一堂に会し、芸術の
秋を楽しむ来場者の心を魅了しました。

しらたかの “芸術の秋” を楽しむ
第46回白鷹町芸術祭

ウイルス肝炎をテーマに講演会を開催
毎日を健康に過ごす術を学ぶ
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■申込方法　新たに利用を希望する方は、申込書と添付書類を提出してください。現在入所している施設で引き続
　き保育を希望する（継続）方は、今回の申込期間内での手続きは必要ありませんが、１月に施設を通じ「現況届」
　等をお配りしますので、ご記入のうえ提出ください。
■申込書類　各施設、健康福祉課にあります。
■申 込 先　健康福祉課子育て支援係
■保 育 料　町が定める基準に基づき、保護者の住民税額（父母などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは、随時受付けます。

認定区 定
長 育

育

育

☎８５-５２１８
２ 90 ３～５ ７ 30

　　 ６ 30
長 育 い 育

育

の 育

☎８７-００８１
２・３ 150 ０～５ ７ ７

長 育 育

育 育

■申込方法　新たに利用を希望する方及び１号認定を希望する方 
　は、申込書と添付書類を提出してください。現在入所している
　施設で引き続き保育を希望する（継続）方は、今回の申込期間
　内での手続きは必要ありませんが、１月に施設を通じ「現況届」
　等をお配りしますので、ご記入のうえ提出ください。
■申込書類　各施設、健康福祉課にあります。
■申 込 先　各施設
■保 育 料　町が定める基準に基づき、保護者の住民税額（父母
　などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは随時受付けます。

の 認定区 定 29．4.1 長 育
育

ども

☎８５-３１６０

３ 60 ０～２
７ ７

長 育 育

育 育
２ 54 ３～５
１ ６ ３～５

ども

☎８５-００８４

３ 36 ０～２
７ ７

長 育 育

育 育
２ 48 ３～５
１ ６ ３～５

➊ 子どもが満３歳以上で、 認定こども園や
    幼稚園で教育を希望する場合に該当。
➋ 保護者が働いているいないに関わらず、
    すべての子どもが利用できる。
➌ 休園日は、 土 ・ 日曜日 ・ 祝日、 夏 ・
    冬 ・ 春休み期間。（期間中は預かり
　　保育等を実施）

平成29年４月からの

 問い合わせ  　 健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２　または　各施設

保育所（対象区分：２号・３号認定）・・

・・認定こども園（対象区分：１号・２号・３号認定）

育 の い 育の ８ 30 ４ 30

1号認定とは？

平成29年４月からの

健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２　または　各施設

申込期間内に申し込んでね！

申込期間

11月14日（月）

～11月30日（水）

午前９時～午後５時１５分

※土 ・日 ・祝を除く

　

新入園児を募集します
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意識をカイカク。
男女でサンカク。
社会をヘンカク。平

成
28
年
３
月
に
「
第
２
次
白
鷹
町

男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定

　

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て
の
意
識
調
査
に
お
け
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
育
児
休

暇
等
の
制
度
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
等

の
働
き
方
の
見
直
し
（
上
位
順
）
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

画

画 　 成28 38
の

  町 の

  町 い い

  町 画

  町

■ の育 業  13
■ 会 会 の  40 26 21.3

い

育 事 画 の い

Q．男性の育児参加や育児休暇の取得について

、

れ し 、

ん し な をし

を した 、 ん

を た の を た の

た 、 れ し れ 、 し の な

の な たの な ん、 た

ュ い い
金田浩和さん（高玉）

奥さん、3歳の息子さんと 3人暮らし

　

ま
た
、
本
町
の
人
口
は
平
成
32
年
に

１
万
３
５
０
０
人
、
平
成
52
年
に
は

１
万
５
０
０
人
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を

か
け
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

個
性
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
社
会
で
互
い
に
支
え
合
っ

て
い
く
意
識
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　配偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買
春、人身取引やセクシュアルハラスメント等、女性に対
する暴力は、女性の人権を侵害するものであり、決して
許されない行為です。ひとりで悩まず、まずは相談を！

11 12 25

☎０５７０- ０- ５５２１０

～「男女共同参画」について考える～

会

☎

イクメン
パパへ

インタビ
ュー！

子育 い 金 い
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まちづくり助成事業
―上半期状況報告―

　

若
者
達
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な

る
同
世
代
の
交
流
会
等
の
開
催
を

応
援
す
る
事
業
で
す
。

▼
助
成
対
象
と
な
る
同
窓
会

❶
同
学
年
や
同
じ
ク
ラ
ス
、
部
活

　

動
を
単
位
と
し
た
同
窓
会

❷
満
39
歳
以
下
の
学
年
の
同
窓
会

❸
出
席
予
定
者
が
20
人
以
上
で
う

　

ち
３
割
以
上
が
町
外
に
居
住
し

　

て
い
る
も
の

❹
成
人
式
と
同
日
に
開
催
し
な
い

　

も
の

❺
白
鷹
町
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の

▼
助
成
額

　

参
加
者
一
人
に
つ
き
１
０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助

成
対
象
事
業
費
は
最
低
額
２
万
円

で
、
助
成
金
の
交
付
限
度
額
は

10
万
円
で
す
。

▼
申
請
方
法
・
手
続

　

代
表
の
方
は
、
事
前
協
議
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

収
支
予
算
書
、
出
席
予
定
者
名
簿

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
交
付
申
請

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
が

終
わ
り
ま
し
た
ら
、実
績
報
告
書
、

決
算
書
、
同
窓
会
集
合
写
真
、
請

求
書
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

　 地域づくり事業
　 地域活性化・大欅ＰＲ看板設置事業

■申 請 団 体　大欅有志会　会長　長岡幸夫

■認定事業費　159,840円　

■助 成 金　77,000円
　地元の名木である「大欅」を活用し観光につながるＰＲ看板の設置を
行いました。「大欅」までは、土里夢館（町下公民館）より徒歩５分で
すので、ぜひ近くで鑑賞してみてください。
　
　 地域づくり事業
　 浅立ふれあい広場遊具改修事業

■申 請 団 体　浅立子ども育成会　会長　小形雄二郎

■認定事業費　172,800円　

■助 成 金　86,000円
　子どもたちが安全に安心して使用できるように、鉄棒とブランコの改
修を行いました。今後も子どもたちと地区民がふれあいの場として活用
し、地域づくりの拠点として継続することができます。
　
　 イベント・交流拡大事業
　 町下地区第 50回盆踊り大会・第 20回花火大会記念事業

■申 請 団 体　町下区　区長　川井昭太郎

■認定事業費　524,875円　

■助 成 金　262,000円
　町下公民館事業の一環として行ってきた盆踊り大会が今年で 50 回目
を迎え、また、土里夢館建設後から行ってきた花火大会が 20 回目を数
えることとなり、紅白幕や花笠、案内看板等を新調し、記念の事業とし
て盛り上がることができました。そして地域の方々の結びつきがより一
層強まりました。

平成28年度「まちづくり助成事業」では、地域や集落ま
たは町民の自主的な団体が自分たちの手で行ったまちづく
りに関する事業に対し、その事業費の一部を助成しました。

　
ご
存
知
で
す
か
？

　 「
同
窓
会
助
成
事
業
」

「まちづくり助成事業」は皆さんが主体となって行う事業を応援します

●問い合わせ　企画政策課コミュニティ推進係　☎８７-０８３０

←

土
里
夢
館
前
の
看
板
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■
童
門
冬
二
賞

　
「
ゆ
う
気
を
出
し
て
」

　

  

梅
津　

希
望
（
東
根
小
２
年
）　

  

■
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　
「
幸
せ
の
か
た
ち
」

　

  

石
井　

亜
実
（
荒
砥
高
３
年
）

  

■
教
育
長
賞

　
「
カ
タ
ツ
ム
リ
は
す
ご
い
な
」

　

  

塚
田　

昊
獅
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
「
探
し
求
め
た
答
え
」

　

  

片
山　

菜
月
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「
な
ぜ
イ
チ
ロ
ー
は
輝
き
続
け
る
の
か
」

　

  

五
十
嵐
悠
太
（
荒
砥
高
３
年
）

  

■
図
書
館
長
賞

　
「
き
い
ち
ゃ
ん
の
お
へ
そ
？
」

  　

紺
野　

友
愛
（
荒
砥
小
２
年
）

　
「
心
を
つ
な
ぐ
お
祭
り
」

　

  

小
林　

優
那
（
荒
砥
小
４
年
）

　
「
強
く
生
き
る
」

　

  

梅
津　

絢
佳
（
東
根
小
６
年
）

　
「
大
切
な
も
の
は
そ
ば
に
あ
っ
た
。」

　
  

鈴
木　

涼
己
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「
人
の
命
の
大
切
さ
」

　

 
守
谷
愛
咲
花
（
荒
砥
高
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

■
入
選
者

　

髙
橋　

陽
心
（
東
根
小
１
年
）

　

竹
田　
　

和
（
荒
砥
小
１
年
）

　

桑
嶋　

琉
生
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

鈴
木
ひ
な
た
（
荒
砥
小
２
年
）

　

菅　
　

陽
翔
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

髙
橋　

美
咲
（
東
根
小
３
年
）

　

渋
谷　

璃
空
（
東
根
小
４
年
）

　

丸
川　

裕
太
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

長
谷
部　

遼
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

菊
地
埜
々
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

伊
藤　

瑠
唯
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

竹
田　
　

澪
（
荒
砥
小
６
年
）

　

今　
　

桃
香
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

樋
口　
　

凱
（
白
鷹
中
２
年
）

　

守
屋　

凪
羽
（
白
鷹
中
３
年
）

　

鈴
木　

華
凛
（
白
鷹
中
３
年
）

　

鈴
木　

里
奈
（
荒
砥
高
３
年
）

　

田
中　

遥
菜
（
荒
砥
高
３
年
）

■
一
般
の
部
（
川
柳
）

　

守
谷　

勝
助

（
※
敬
称
略
）

たくさんのご応募
ありがとうござい
ました。　　　　
　　

【問い合わせ】　
白鷹町立図書館　
☎８７- ０２１７

  

■
最
優
秀
賞

　
「
わ
た
し
の
と
も
だ
ち
」

　

  

か
ね
だ
れ
な
（
東
根
小
１
年
）

  

■
優
秀
賞

 

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
「
く
や
し
な
み
だ
」

　

  

勝
見
ま
さ
き
（
東
根
小
３
年
）

 

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
「
ぼ
く
の
心
は
弱
々
し
い
」

　

  

大
滝　

悠
斗
（
鮎
貝
小
５
年
）

 

【
中
学
生
の
部
】

　
「
駅
伝
大
会
」

　

  

丸
川　

和
紗
（
白
鷹
中
１
年
）

 

【
高
校
生
の
部
】

　
「
秋
と
私
」

　

  

佐
藤
紗
綾
香
（
荒
砥
高
３
年
）

■
佳
作

【
小
学
生
の
部
】　

　

ご
と
う
か
な
と

　
　
　
　
　
　
　

（
荒
砥
小
１
年
）

　

さ
さ
は
ら
ひ
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
２
年
）

　

う
め
つ
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
２
年
）

　

た
か
は
し
ゆ
う
と

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
３
年
）

　

髙
橋　

光
希
（
東
根
小
４
年
）

　

土
屋　
　

湊
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

横
山　
　

鷲
（
荒
砥
小
５
年
）

　

小
林　

海
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

野
口　

和
人
（
荒
砥
小
６
年
）

　

青
木　

和
葉
（
東
根
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

　

馬
場　

康
平
（
白
鷹
中
１
年
）

　

梅
津　

美
佳
（
白
鷹
中
２
年
）

　

今
野　

愛
香
（
白
鷹
中
２
年
）

　

吉
田　

椋
麻
（
白
鷹
中
３
年
）

　

平
吹
和
花
奈
（
白
鷹
中
３
年
）

【
高
校
生
の
部
】

　

須
藤　

未
来
（
荒
砥
高
１
年
）

　

海
老
名　

快
（
荒
砥
高
２
年
）

芳賀秀次郎賞入選作品

　町出身の詩人で教育者の芳賀秀次郎さんの業績
を顕彰するために創設された詩の文学賞「芳賀秀
次郎賞」。小中高６校の校内審査を経た 93 点の
中から次の 22 点が入選しました。
主催：芳賀秀次郎賞実行委員会（丸川正晃会長）

表彰後、詩の朗読を披露

した金田れなさん

表彰の結果
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町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
の
各
所
に
観
測
点
を
設
け
、
道
路

上
降
雪
深
が
10
㌢
を
超
え
た
場
合
に
除
雪

作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
・
12
月
の
降
雪
直
後
と
３

月
の
融
雪
時
期
に
あ
っ
て
は
気
象
状
況
に

応
じ
て
路
上
降
雪
深
を
15
㌢
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
に
融
雪
等
に
よ
っ

て
積
雪
深
が
基
準
未
満
に
な
っ
た
場
合
、

宅
地
の
切
れ
目
等
、
き
り
の
良
い
地
点
で

作
業
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
に
向
け
て

　

町
で
は
「
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
し
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

除
雪
車
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取

り
付
け
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
除
雪

車
の
現
在
地
と
走
行
経
路
を
確
認
し

な
が
ら
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
推
進

す
る
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
や
要
望
に

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の
上
に
置

い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料
・
石
な
ど
も
除

雪
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で
壊
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
も
除
雪
車
で

壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
除
雪
前
に

目
印
（
長
さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い

布
な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
近
年
、
目
印
設
置
が

多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
除
雪
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
ス

ム
ー
ズ
な
除
雪
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
節

度
あ
る
目
印
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

❸
地
域
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
夫

婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負
担
が

と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各
地
域
に
お

い
て
も
除
雪
に
困
難
な
ご
家
庭
に
配
慮
い

た
だ
き
、
近
所
の
方
に
よ
る
除
雪
作
業
な

ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
し
て
迅
速
な
連
絡
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
に
よ
る
幅

出
し
を
強
化
し
、
車
道
幅
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

円
滑
な
機
械
除
雪
作
業
の
た
め
に

❶
雪
押
し
場
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
に
お
い
て
、
路
肩
が
狭
い
道
路
で

は
、
近
隣
の
畑
、
田
、
空
き
地
な
ど
の
私

有
地
に
雪
を
押
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
押
し
場
所
が
な
い
と
時
間
の
ロ
ス
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
年
々
、
雪
押
し
を
断

ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
効
率

的
な
除
雪
、
地
域
道
路
の
交
通
確
保
の
た

め
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❷
障
害
物
の
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高
さ
４
㍍

以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
除
雪
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
雪
前
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　まもなく雪が降る季節となりました。町では、安全・安心な冬
期間交通を確保するため、11 月から来年 3 月まで除雪作業を行
います。今年度も円滑に除雪作業を行うため、以下の内容のご理
解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】建設水道課土木係　☎８５-６１４２

冬期間の交通確保のため
除雪作業にご協力ください！

水
道
事
業
か
ら
お
知
ら
せ

　

問  

建
設
水
道
課
水
道
係
　

☎
85

－

６
１
３
７

■
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針
を
休
み
ま
す

（
１
月
〜
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月
検
針
（
11
月
の

使
用
水
量
）
の
水
量
で
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
５
月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
冬
期
間
の
水
量
が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅

に
変
動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
建
設

水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
冬
期
間
の
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

対
策
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
水
道
管
は
凍
結

し
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍

結
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り
水
道

管
が
破
裂
す
る
と
、
修
理
代
は
も
と
よ
り
、
水
道

料
金
も
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、 

就
寝
前
に
「
不

凍
水
抜
栓
」
を
完
全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い

て
水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状
態
で
は
、

水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全

に
閉
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使
用
す
る
場

合
は
、
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水
す
る
ケ
ー
ス
が

　

多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い
る
水
道
管
の
場
合
は
、

　

ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込
ま

　

れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が
正
常
に
作
動
し
て

　

い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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❹
間
口
の
雪
塊
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
車
が
通
る
と
、
雪
押
し
板
脇
か
ら

雪
塊
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
極
力
こ
ぼ
さ
な

い
よ
う
運
転
手
も
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

１
０
０
％
雪
塊
を
残
さ
な
い
除
雪
は
不
可

能
で
す
。
大
型
重
機
で
す
の
で
小
回
り
が

利
か
な
い
た
め
、
時
間
が
か
か
る
だ
け
で

な
く
事
故
の
危
険
も
増
え
ま
す
。
間
口
の

除
雪
残
り
の
除
去
に
つ
い
て
は
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❺
道
路
に
雪
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
消
雪
道
路
だ
か
ら
…
」「
車
が
通
れ
ば

消
え
る
か
ら
…
」「
家
に
は
雪
を
捨
て
る

と
こ
ろ
が
無
い
か
ら
…
」
と
い
っ
た
理
由

で
道
路
上
に
宅
内
の
雪
を
出
す
方
が
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
。

　

消
雪
散
水
は
降
雪
時
の
み
で
、
雪
が
や

め
ば
止
ま
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出
さ
れ

る
こ
と
で
、
路
面
の
凍
結
、
路
面
の
凸
凹
、

融
雪
時
の
ザ
ケ
の
原
因
と
な
り
、
交
通
事

故
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❻
側
溝
に
雪
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

町
内
に
投
雪
で
き
る
側
溝
は
数
カ
所
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
側
溝
で
は
、
投

雪
し
て
も
水
が
少
な
く
、
低
温
の
た
め
雪

は
消
え
な
い
ば
か
り
か
詰
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
投
雪
箇
所
付
近
で
は
な
く
、
下

流
で
詰
ま
る
と
別
な
地
域
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
過
去
に
床
上
浸
水
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

❼
屋
根
雪
は
各
自
で
排
除
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
、「
雪
下
ろ
し
を
し
た
か
ら
」「
屋

根
の
雪
が
道
に
落
ち
た
か
ら
」
除
雪
に
来

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
要
望
が
あ
り
ま
す
。

原
則
、
雪
下
ろ
し
の
後
始
末
、
道
路
へ
の

落
雪
始
末
は
建
物
の
所
有
者
が
行
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

❽
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
へ
の
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
支
障

に
な
る
ば
か
り
か
、
吹
雪
時
や
夜
間
は
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
路

上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❾
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大
変

危
険
で
す
。
除
雪
車
は
急
に
止
ま
っ
た

り
、
曲
が
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
し
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車
が
周

囲
の
状
況
に
気
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ
る

た
め
、
後
方
に
位
置
す
る
場
合
は
十
分
な

車
間
距
離
を
と
り
、
安
全
運
転
・
通
行
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要
望
・
問

題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区
長
、

町
内
長
が
代
表
し
て
建
設
水
道
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
、
同
じ
地
区
か
ら

同
一
の
要
望
が
複
数
回
来
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
地
区
の
代
表
の
方
が
集
約
し
て
ご

連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下
流
）
の

河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
雪
と
一
緒
に
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
以
外
の
も
の
は
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雪
を
捨
て
る
際
は
、
奥
か
ら
順

に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

■
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉
栓
手
続
き

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料
金
が
高
額
と
な

ら
な
い
よ
う
、
冬
期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の

閉
栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
の

手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
で
す
。

■
水
道
管
の
破
裂

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
直
ち
に
水
を
止
め
て

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
漏
水
の
確
認

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水

タ
ン
ク
も
確
認
し
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
ま
た

は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

も

認 の い

い

▼
利
用
期
間　

平
成
28
年
12
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

▼
利
用
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
今
年
度
は
、
雪
捨
て
場
付
近
に
お
い
て

　

新
荒
砥
橋
建
設
工
事
関
係
車
両
の
出
入

　

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
に
は
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

安心・安全な冬を過ごすために

最
上
川
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事業主の皆様へ
給与支払報告書（源泉徴収票）の様式が変わります。
　平成28年分として提出いただく分から、新様式とな
ります。
　 い い 合 い

の い

▽  大きな変更点
①用紙サイズがＡ６からＡ５になります。
②給与受給者及び扶養親族の個人番号の記載等が必要に
　なります。

▽  注意点
①事業主の方は、平成28年中に支払った給与等につい
　て、給与支払報告書（総括表及び個人明細書）を作成
　し、給与受給者が平成29年１月１日現在居住してい
　る市町村（長）に提出してください。
②提出いただく際には、総括表を忘れずに添付し、特別
　徴収の方と普通徴収の方を区別ください。
③新様式は11 17 役場税務出納課窓口に
　て準備しています。

　提出は平成29年１月31日（火）必着です。

【問い合わせ】
税務出納課町民税係　☎８５- ６１３２（直通）

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　

　
　
　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
及

び
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
期
限

が
あ
り
ま
す
。（
納
付
書
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
町
報「
綴
込
表
紙
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◎
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
で
、

　

納
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な
か
っ

　

た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
さ

　

れ
ま
す
。

 注 意
　督促状発送後も納付がない状態が続き
ますと、必要に応じて財産調査などを実
施し、差押えに進みます。差押え財産は
当方で決定し、事前の連絡はありません。
差押えた給与・預金・保険等は（保険は
解約のうえ）未納の税金に充当されます。
動産・不動産は公売により換価のうえ、
同じく未納の税金に充てられます。

※納期限を一定期間以上経過しますと延
滞金が発生し、さらに納付額が増加し
ます。お手元の納付書をご確認いただ
き、納期限が過ぎているものがありまし
たら早急に納付いただきますようお願い
します。

税務出納課からのお知らせ￥

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

　

で
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ

　

り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

　

合
、口
座
振
替
不
能
通
知
書（
納

　

付
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納

　

付
書
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
か

　

っ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送

　

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

　

納
め
忘
れ

CAUTION

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

で
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ

り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
、口
座
振
替
不
能
通
知
書（
納

付
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納

付
書
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
か

っ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
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　年末調整・確定申告まで大切に保管を！

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除対象となります。
その年の1月1日から12月31日までに納付した
保険料が対象です。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
ちてのお問い合わせは、控除証明書のハガキに表示され
ている番号にお願いします。

�ねんきん加入者ダイヤル ☎0570-003-004』

＊控除証明書の再発行は米沢年金事務所
（☎0238-22-4220自動音声）にお問い合わせください。
　

申

11 24 11 18 金

12 28 12 22
成 29

１ 25 １ 20 金

２ 22 ２ 17 金

３ 22 ３ 17 金

年金相談の予約制のお知らせ

相談は、平日のほかに「時間延長」や「週末相談」も実施しています。
長　週初の開所日　午後5時15分～午後7時

　第2土曜　午前9時30分～午後4時
業 　土曜、日曜、祝祭日、年末年始（12月29日～ 1月3日）

申 　米沢年金事務所　お客様相談室（☎0238-22-4220）自動音声案内9→5（職員対応）までお申し込み

　ください。（申込受付時間は平日午前8時30分から午後5時15分までです。）

　午前10時～ 12時（相談時間は30分です。）
　中央公民館１階のホワイトボードでご確認ください。　

申 問い合わせ　締切日までに町民課戸籍年金係
（☎85-6129）にお問い合わせください。
★相談にお越しの際は…
　年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、本人
確認ができるもの（免許証等）をご持参ください。なお、代理の方の場合は、
委任状が必要となります。

平成28年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納めた方

平成28年10月１日から12月31日までの間
に、今年初めて国民年金保険料を納めた方

11 月上旬に送付

翌年２月上旬に送付

○ 白鷹町中央公民館（移動年金相談日）

○ 米沢年金事務所　米沢市金池５-４-８（米沢市役所付近）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ

ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな

る制度です。保険料は納め忘れのないようにきち

んと納めましょう。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

金
の
せ
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町からのお知らせ

　

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
の
冬
期
（
12
月
〜

3
月
）
の
利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
に
関
し
て

は
、
町
内
団
体
（
５
人
以
上
）
を
優

先
と
し
ま
す
の
で
、
調
整
会
議
は
町

内
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績
の

あ
る
団
体
に
は
別
途
様
式
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間　

11
月
17
日（
木
）

午
後
5
時
ま
で

※
新
規
団
体
の
み

▼
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
）

■ 

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
利
用
調
整
会
議

《
利
用
調
整
会
議
》

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
月
）

　

午
後
7
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

３
階
大

会
議
室

※
利
用
申
込
団
体
は
、
各
団
体
代
表

　

１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
は
、
申
込
期
間
内

　

に
利
用
申
請
の
提
出
が
あ
っ
た
団

　

体
の
み
参
加
で
き
ま
す
。　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

[FAX
]

85

－
２
１
８
３

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
10
月
21
日
の

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建

の
一
助
と
す
る
た
め
、
義
援
金
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

全
額
を
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
届
け

し
ま
す
。
な
お
義
援
金
は
税
制
上
の

優
遇
措
置
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
義
援
金
名　

平
成
28
年
鳥
取
県
中

部
地
震
災
害
義
援
金

▼
受
付
期
間　

11
月
25
日（
金
）ま
で

※
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
受
付
場
所　

白
鷹
町
役
場
１
階
ロ

ビ
ー
・
白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
お
よ
び
台

　

風
10
号
等
災
害
義
援
金
は
、
健
康

　

福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■ 

鳥
取
県
中
部
地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

R287白鷹朝日大江縦断スタンプラリー

■実施期間　平成 29 年１月 13 日（金）まで
■スタンプ設置個所

町 どりいむ農園直売所、道の駅白鷹ヤナ公園あゆ
茶屋、各新そばまつり会場（11 月６日、19 日、20 日、23 日）

町 道の駅りんごの森、りんご温泉、朝日町産業ま
つり・りんごまつり（11 月 19 日・20 日）
大 町 道の駅おおえ、交流ステーション（JR 左沢駅）、

おおえの物産味覚まつり（11 月 13 日）
※応募用紙は各会場のレジや受付、各町役場に備えていま

す。
■ご当地グルメギフト

町 米沢牛（すき焼き用）　３名
町 アップル路鳥（ダチョウ）ソーセージと豚ハム

セット　３名
大 町 やまがた地鶏　４名
■応募締切　平成 29 年１月 13 日（金）当日消印有効
■当選発表　商品の発送をもって発表に代えさせていただ
　きます。（２月上旬予定）

【問い合わせ】産業振興課観光交流係　☎８５-６１２６

　R287 白鷹朝日大江縦断スタンプラリーを
開催中です。３町の秋の味覚を楽しんで、巡っ
て、スタンプを集めて応募すると、抽選で「ご
当地グルメギフト」が当ります！
　この機会にぜひ！秋の美味しいものを食
べ、スタンプを集めてご応募ください。

み
ほ
ん

まつり・イベン
トでスタンプ

を押すと当選確
率が２倍に！
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町からのお知らせ

■ 

使
用
済
み
の
小
型
家
電
を
無
料
回
収
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
「
不
燃
ご
み
」
と
し
て

処
理
し
て
い
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ

て
い
る
、
有
用
金
属
（
貴
金
属
、
レ

ア
メ
タ
ル
等
）
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
た
め
に
回
収
し
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
で
一
層
の
ご
み
減
量

化
に
取
り
組
む
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
小
型
家
電

は
、
回
収
場
所
へ
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

①
12
月
11
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

　

中
央
公
民
館
１
階　

文
化
実
習
室

②
12
月
12
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

白
鷹
町
役
場
１
階　

く
ら
し
環
境

　

係
（
正
面
入
口
右　

③
番
窓
口
）

▼
回
収
で
き
る
小
型
家
電

パ
ソ
コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
除
く
）、

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、
ワ
ー
プ

ロ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
地
デ
ジ

・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー

※
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、

　

事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
類
（
乾
電
池
、
ボ
タ
ン
電
池

　

な
ど
）
は
事
前
に
外
し
て
お
持
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
一
度
、
回
収
に
出
し
た
後
に
小
型

　

家
電
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
（
町
民

課
く
ら
し
環
境
係
）

☎
85

－

６
１
３
１

子 子
 

い 子

区コミュニテ

ィ

町子育
ども いの

申 ☎８７ １１８８ ☎８７ ００８４ ☎８５ ３１６０ ☎８５ ２２００

金 11 ７ 11 ７ 10 ７ 12 ７

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30
　　　　　 ７

長
７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30

　　　　　 ７

２ ２ ２ １

※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
※申込みは、各児童クラブにお問い合わせください。

●申込期間　11 月 14 日（月）～ 11 月 30 日（水）
●対象児童　本町の小学校在学者で、放課後の家庭での養育が困難な小学校６年生までの児童
●利用料（おやつ代を含む）１～３年生：月額 7,000 円／４～６年生：月額 6,000 円

【問い合わせ】健康福祉課子育て支援係  ☎８６- ０２１２

絵画「絹の道」・写真パネル
「人形  昭和のこどもたち」展

　８月に八王子在住の八木重子
様より寄贈いただきました、絵
画「絹の道」及び写真パネル
「人形 昭和のこどもたち（石
井美千子さん作）」（10枚）を
展示します。ぜひご覧ください。

▼ いつ　11月30日（水）～ 12
月11日（日）

▼どこで　白鷹町文化交流セン
ターあゆーむ　文化伝承室３

▼入場料　無料

【問い合わせ】　
教育委員会 生涯学習・文化振
興係　☎８５- ６１４６
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一
輪
の
花
に
心
こ
め
水
を
や
る　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

大
輪
が
夜
空
に
競
う
日
本
一　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

手
花
大
輪
に
な
り
し
児
ら
の
歓
喜
か
な　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

切
れ
ぬ
鋸
輪
切
り
競
争
息
切
れ
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

目
に
見
え
な
い
親
子
絆
の
輪
深
い
愛　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
輪
を
刻
ん
だ
皺
が
宝
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

く
ち
な
し
や
今
で
は
指
輪
も
回
ら
な
い　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

頑
張
っ
て
東
京
五
輪
百
合
子
知
事　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

脱
輪
も
た
ま
に
は
あ
る
さ
夫
婦
道　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

大
輪
の
花
を
咲
か
そ
う
人
生
に　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

輪
に
な
っ
て
み
ん
な
笑
顔
で
芋
煮
会　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

七
輪
の
ス
ミ
が
も
え
て
る
朝
早
く　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

リ
オ
五
輪
た
ゆ
ま
ぬ
意
志
で
得
た
宝（
か
ん
げ
き
）　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ　

輪
に
な
っ
て
お
ど
る
白
鷹
Ｆ
Ｄ
会　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

大
輪
の
花
咲
か
す
嫁（
こ
）が
過
疎
に
来
る　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

大
輪
の
ひ
ま
わ
り
猛
暑
忘
れ
さ
せ　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

瘦
せ
細
り
し
我
が
身
に
も
八
十
八
渡
せ
の
輪
が
残
る　

萩　

野　

紺
野　

五
月

輪
も
和
も「
わ
」つ
な
が
れ
強
く
人
の
和
も　
つ
く
ば
市　

斎
藤　

靖
夫

夢
懸
け
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
五
輪
金
メ
ダ
ル　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

五
つ
の
輪
輝
く
メ
ダ
ル
盛
り
上
り　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

一
輪
の
花
か
ざ
り
て
友
を
思
う　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

渡
り
鳥
輪
廻
の
朝
の
清
々
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

気
も
晴
れ
る
土
手
に
咲
い
た
二
輪
草　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

一
輪
の
か
れ
ん
な
花
に
つ
い
見
と
れ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

一
輪
が
欠
け
て
余
生
の
杖
頼
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

夫
婦
愛
二
輪
で
歩
む
人
生
路　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

五
輪
の
輪
平
和
を
願
う
誓
い
の
輪　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

生
き
ぬ
い
た
幸
に
希
望
の
輪
を
広
げ　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

大
輪
の
ダ
リ
ヤ
堂
堂
天
を
尖
く　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

車
座
に
な
っ
て
登
山
の
夜
の
酒　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

ま
わ
り
道
し
た
が
大
輪
腰
据
え
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

し
あ
わ
せ
は
和
と
輪
の
中
の
ど
ま
ん
な
か　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

仕
事
し
て
夫
と
妻
は
両
輪　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

金
婚
で
車
の
両
輪
ま
だ
動
く　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

一
輪
の
松
を
見
な
が
ら
元
気
出
す　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

老
人
が
活
入
れ
趣
味
の
輪
投
げ
で
す　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秋
深
く
輪
唱
さ
え
て
芸
術
祭　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 輪 ―　　 

次回「歌」十一月二十五日まで。　「宝」十二月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の

茅
野
で
す
。

　

白
鷹
町
民
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
と
変
化
す
る
白
鷹
の

四
季
折
々
の
姿
に
、日
々
励
ま
さ
れ
、

力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
半
年
は
地
域
の
方
に
出
会
う

機
会
が
多
く
、
協
力
隊
と
い
う
存
在

を
い
ろ
ん
な
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な

い
か
な
と

思
っ
て
い
ま

す
。
鷹
山
地

区
の
皆
さ
ん

に
は
〝
か
や

の
ち
ゃ
ん
だ

よ
り
〞
を
発

行
し
、
一
軒

“かやのちゃんだより”
発行しました！

地域おこし協力隊　茅野　唯

第９回

地域おこし協力隊通信

一
軒
配
り
歩
き
ま
し
た
。
協
力
隊
が

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
ど

ん
な
人
な
の
か
、
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
紹
介
し
て
い
ま
す
。
配
り
歩
く

中
で
顔
と
顔
を
合
わ
せ
、
会
話
を
し

て
、
お
も
し
ろ
い
お
話
や
勉
強
に
な

る
お
話
を
聞
け
て
、
毎
回
と
て
も
学

び
の
多
い
時
間
で
す
。

　

ま
た
９
月
の
終
わ
り
に
は
、
萩
野

の
事
務
所
に
て
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
女

子
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
少
人
数

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
ど
ん
な

風
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
昔
の
暮

ら
し
は
こ
う
だ
っ
た
、
あ
あ
だ
っ
た

と
、
と
て
も
賑
や
か
で
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
工
夫
し

て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
間
、

空
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
冬
に
ド
キ
ド

キ
、わ
く
わ
く
し
て
い
る
茅
野
で
す
。

雪
下
ろ
し
の
や
り
方
、
教
え
て
く
だ

さ
い
！

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です
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表 彰

結 果

一
輪
の
花
に
心
こ
め
水
を
や
る　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

大
輪
が
夜
空
に
競
う
日
本
一　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

手
花
大
輪
に
な
り
し
児
ら
の
歓
喜
か
な　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

切
れ
ぬ
鋸
輪
切
り
競
争
息
切
れ
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

目
に
見
え
な
い
親
子
絆
の
輪
深
い
愛　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
輪
を
刻
ん
だ
皺
が
宝
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

く
ち
な
し
や
今
で
は
指
輪
も
回
ら
な
い　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

頑
張
っ
て
東
京
五
輪
百
合
子
知
事　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

脱
輪
も
た
ま
に
は
あ
る
さ
夫
婦
道　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

大
輪
の
花
を
咲
か
そ
う
人
生
に　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

輪
に
な
っ
て
み
ん
な
笑
顔
で
芋
煮
会　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

七
輪
の
ス
ミ
が
も
え
て
る
朝
早
く　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

リ
オ
五
輪
た
ゆ
ま
ぬ
意
志
で
得
た
宝（
か
ん
げ
き
）　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ　

輪
に
な
っ
て
お
ど
る
白
鷹
Ｆ
Ｄ
会　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

大
輪
の
花
咲
か
す
嫁（
こ
）が
過
疎
に
来
る　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

大
輪
の
ひ
ま
わ
り
猛
暑
忘
れ
さ
せ　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

瘦
せ
細
り
し
我
が
身
に
も
八
十
八
渡
せ
の
輪
が
残
る　

萩　

野　

紺
野　

五
月

輪
も
和
も「
わ
」つ
な
が
れ
強
く
人
の
和
も　
つ
く
ば
市　

斎
藤　

靖
夫

夢
懸
け
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
五
輪
金
メ
ダ
ル　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子
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つ
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輪
輝
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メ
ダ
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盛
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り　
　
　
　

鮎　
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神
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玲
子

一
輪
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花
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ざ
り
て
友
を
思
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箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

渡
り
鳥
輪
廻
の
朝
の
清
々
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

気
も
晴
れ
る
土
手
に
咲
い
た
二
輪
草　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

一
輪
の
か
れ
ん
な
花
に
つ
い
見
と
れ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

一
輪
が
欠
け
て
余
生
の
杖
頼
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

夫
婦
愛
二
輪
で
歩
む
人
生
路　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

五
輪
の
輪
平
和
を
願
う
誓
い
の
輪　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

生
き
ぬ
い
た
幸
に
希
望
の
輪
を
広
げ　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

大
輪
の
ダ
リ
ヤ
堂
堂
天
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尖
く　
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橋
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子

車
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て
登
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の
夜
の
酒　
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据
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し
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と
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の
中
の
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ま
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な
か　
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子

仕
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て
夫
と
妻
は
両
輪　
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王　
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で
車
の
両
輪
ま
だ
動
く　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
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勝
助

一
輪
の
松
を
見
な
が
ら
元
気
出
す　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

老
人
が
活
入
れ
趣
味
の
輪
投
げ
で
す　
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貝　

横
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輪
唱
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て
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子

第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.42The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
問い合わせ 課 推進係　☎

子どもは地域の“宝”です。みんなで「虐待」から子どもを守りましょう

　

うつぶせは避ける
　

　

　

たばこはやめる
　

　

　

　

　

できるだけ母乳で育てる
　

　

　

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です

産 育 　
　

い 　
　　　　　　　　　　　 育 む い 　

　

☎ ☎

乳幼児突然死症候群から

あかちゃんを守りましょう

　

　【身体的虐待】殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる　など
　【性 的 虐 待】子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など
　【ネグレクト】家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする　など
　【心理的虐待】言葉による脅し、無視、子どもの前で家族に対し暴力をふるう　など

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です

を

れ
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地域包括支援センター ℡86-0112

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
で
内
容
に
工
夫
を

こ
ら
し
、
健
康
教
室
や
演
奏
会
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
出
か
け
や
季
節
の
行
事
な
ど
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
集
ま
り
は
防
災
防
犯
上
で
安

全
安
心
な
地
域
を
つ
く
り
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
ま
す
。
人
と
の
会
話

は
認
知
症
予
防
に
も
な
り
、
新
た
な
趣
味

を
見
つ
け
た
り
、
特
技
を
披
露
し
た
り
す

る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？「
サ
ロ
ン
に
行
く
に
は
ま
だ
早
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

で
、
心
も
体
も
ポ
ッ
カ
ポ
カ
に
な
り
ま
し

ょ
う
。

　　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
で
内
容
に
工
夫
を

こ
ら
し
、
健
康
教
室
や
演
奏
会
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
出
か
け
や
季
節
の
行
事
な
ど
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
の
集
ま
り
は
防
災
防
犯
上
で
安

全
安
心
な
地
域
を
つ
く
り
、
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
ま
す
。
人
と
の
会
話

寒い季節は「ふれあいいきいきサロン」で心も体もポッカポカ！
　 いい い

のも の
いの

の
　　　　　　　　

い

　
　○

11
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

11
月
16
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
７
時

○
12
月
の
開
催
日

　

12
月
21
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

いい い
⑩ れ ㉑ れ

⑪ ㉒ れ

① さ た ㉓ れ

② れ ㉔

③ れ の ㉕ れ

④ れ ㉖ れ

⑤ 田 れ ㉗ れ

⑥ れ ㉘ さ

⑦ た ㉙ の

⑧ れ ㉚ な し

⑨ たのし ㉛ 、

広 

告
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子ども俳句「おいもほり」

　収穫の秋、子どもたちのお楽しみは、春に植えたお芋の収

穫です。お家の人にも手伝ってもらって、大張り切り。みん

な手を泥んこにして、ワクワクして掘りました。ながーいつ

るにおいもがいっぱいついてきました。よいしょよいしょと

引っ張りました。大きなおいもがいっぱいとれました。おう

ちにお土産、美味しいお芋の料理を食べました。

「わたしのていぬかきみたいにおいもほり」

「さつまいもつなひきしたらしりもちついた」

「つながっていっきにほれたさつまいも」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 10月 10月
月　日 行　　事　　名

10月 1日 首都圏白鷹会ふるさと訪問情報交換会

10月 3日

町長訓示

教育委員辞令交付式

西置賜行政組合定例会

全国地域安全運動メッセージ伝達

10月 6日 人権擁護委員退任感謝状贈呈

10月 7日 全国国保地域医療学会

10月 9日 白鷹町誕生 62 周年記念地区対抗駅伝競走大会

10月 10日 鮎貝八幡宮例大祭

10月 18日 山口宥俊師五十年褒章及び僧正昇任祝宴

10月 21日 消防署白鷹分署高規格救急自動車引渡し式

10月 22日 やまがた美しい森林づくり推進大会

10月 23日 白鷹町総合防災訓練

月　日 行　　事　　名
10月 24日 定例課長会

10月 26日 町長訓示

10月 28日

農業委員会　町長への意見書提出

議会運営委員会

第 6 回白鷹町議会臨時会

固定資産評価審査委員辞令交付式

平成 28 年度介護職員初任者研修事業修了式

10月 29日

読書感想文コンクール等表彰式

芳賀秀次郎賞表彰式

第 46 回白鷹町芸術祭

10月 30日 山口農業収穫祭

10月 31日
新荒砥橋建設促進期成同盟会役員会

県市町村行政懇談会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

10月 3日

香典 10,000　 元職員弔慰金

香典 10,000　 長井市長ご親族弔慰金

香典 10,000　 故加藤紘一氏お別れの会

10月 14日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
10月 20日 御祝 5,000　 ナウエルグループ 70 周年祝賀会

10月 21日
御祝 3,450　 ㈱米沢食肉公社獣魂祭

御祝 3,200　 鮎貝八幡宮例大祭

10月 28日 御祝 3,000　 山口農業収穫祭

計 49,650　

愛真こども園
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

夕暮れどきは危険がいっぱい!!

①夕暮れ時からの外出は、目立つ明る　

い色の衣服と夜光反射材の着用

②道路を横断するときは、横断前と横　

断中の２度確認を徹底

①早めのヘッドライト点灯とこまめな切

　り替えによるハイビームの積極的活用

②夕暮れ時は速度を落とし、横断者がい

　たら必ず停止

　

実

（ ）

長 長

①夕暮れ時は早めの前照灯点灯

②一時停止場所では必ず停止するなど、

　交通ルールの遵守

地域で連携して犯罪防止

歩行者

歩行者

運転者

自転車

振り込ま
ない！

送らない
！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

送らない
！

送らない
！

送らない
！

送らない
！渡さない

！

広 

告看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

ちょっと

待った！
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平成 27年国勢調査
人口等基本集計結果（確定数）

平成 27 年国勢調査人口等基本集計結果（確定数）が
総務省より公表になりましたのでお知らせします。

   山形県

　総人口は 1,123,891 人

　総世帯数は 393,396 戸

平成 22 年国勢調査と比
較して、45,033人（3.9％）
減少しました。

成 27 成 22
14,175 15,314 △ 1,139 △ 7.4

 6,926  7,436  △ 510

 7,249  7,878  △ 629

4,405 4,465 △ 60 △ 1.3

   白鷹町

　総人口は 14,175 人、総世帯数は 4,405 戸

問い合わせ 企画政策課 係　☎８５-６１２１

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　

10
月
15
日
、
山
形
東
高
等
学
校
の

山
東
会
館
に
お
い
て
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
専
門
部
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
場
校
お
よ
び
人
数

は
、
山
形
東
高
校
（
２
名
）
・
山
形

南
高
校
（
９
名
）・
荒
砥
高
校
（
13
名
）

の
24
名
で
、
盤
上
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、
齋
藤
希
さ
ん
（
２

年
１
組
）
が
女
子
の
部
で
優
勝
、
同

じ
く
菊
地
楓
花
さ
ん
（
２
年
１
組
）

が
第
２
位
と
な
り
、
県
対
抗
戦
の
部

の
一
員
と
し
て
、
11
月
11
日
～
12
日

に
岩
手
県
盛
岡
市
で
行
わ
れ
る
東
北

高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
級
位
戦
の
部
で
は
今

野
稔
真
君
（
２
年
２
組
）
と
大
宮
拓

真
君
（
２
年
２
組
）
の
２
名
も
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
、
東
北
大
会
で
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

荒高掲示板 
東北高等学校

囲碁選手権大会出場
― 男女合わせて４人が岩手へ ―

広 

告
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催
　
し

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
〜
３
万
６
４
０
０
円

《
宝
前
町
住
宅
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

０
２

－

１
４

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
６

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
５
０
０
円
〜
３
万
２
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

12
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

11
月
14
日
（
月
）
〜

11
月
24
日
（
木
）
ま
で

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
28
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
が

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

・
特
目
用　

１
戸

・
一
般
用　

１
戸

※
一
般
用
は
、高
齢
者
世
帯
、心
身
障

害
者
世
帯
、母
子
世
帯
、多
子
世
帯
等

に
対
し
て
優
遇
措
置
有
り

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

２
万
４
千
円
〜
4
万
７
１
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

▼
入
居
時
期　

２
月
上
旬

▼
募
集
期
間　

12
月
12
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

ま
で

▼
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

県
営
住
宅
指
定
管

理
者　

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

「
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

　

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
】

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ワ
ナ
ゲ
、
ペ
タ
ン
ク
等

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
ズ
ッ
ク

【
滝
野
新
そ
ば
ま
つ
り
コ
ー
ス
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
】

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

６
キ
ロ
コ
ー
ス

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
新
そ
ば

を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
等　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　

は
ば
た
け
世
界
へ
南
東
北
総
体

　

２
０
１
７
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

来
年
の
夏
に
、
山
形
県
・
宮
城
県

・
福
島
県
の
南
東
北
三
県
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
を
高
校
生
が
中
心
と
な

っ
て
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ　

山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

▼
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
高

校
生
が
作
っ
た
農
産
加
工
品
等
の
販

売
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

全
国
高
校
総
体
推

進
課

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
８
５

　

第
１
回
陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽

　

隊
青
少
年
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い
つ　

12
月
20
日
（
火
）

　

午
後
６
時
開
場
／
６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

山
形
テ
ル
サ　

テ
ル
サ

ホ
ー
ル

▼
主
催　

陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽
隊

▼
主
演　

第
６
音
楽
隊

▼
入
場
料　

無
料
（
指
定
席
）

▼
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
応
募
要
領
の
詳
細
は
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
第
６
師
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
od.

go.jp/gsdf/neae/6d/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

11
月
28
日（
月
）必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
６

音
楽
隊　

☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１

（
内
線
５
４
７
５
）

　

第
37
回
東
北
南
部
三
県
警
察

　

音
楽
隊
演
奏
会

▼
い
つ　

12
月
３
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場
／
２
時
開
演
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お
し
ら
せ

ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
と
は
、
交
差
点
の
中
央

に
島
を
作
り
、
そ
の
周
り
を
時
計
回

り
に
通
行
す
る
こ
と
で
車
が
交
差
す

る
箇
所
を
減
ら
し
、
安
全
性
を
高
め

た
交
差
点
で
す
。

▼
工
事
予
定
期
間　

11
月
下
旬
ま
で

▼
工
事
場
所　

長
井
市
平
山
子
坂
地

区
（
市
道
花
作
平
山
線
と
市
道
平
泉

線
の
交
差
点
）

　

通
行
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
役
場
窓
口
に
備
え
て
あ

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
い
ま

す
。
県
内
初
の
環
状
交
差
点
で
す
。

安
全
運
転
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
市
建
設
課
建

設
整
備
係　

☎
87

－
０
８
６
２

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、「
買
わ
な
い
！

使
わ
な
い
！
か
か
わ
ら
な
い
！
」
〜

11
月
2
日
か
ら
11
月
30
日
は
山
形
県

危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
運
動
強
化
月
間

で
す
〜

▼
危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
…

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
麻
薬
や
覚
醒

剤
と
同
様
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
有

害
性
が
あ
り
、
様
々
な
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
法
律
の
規
制
を

抜
け
て
売
ら
れ
て
い
る
と
て
も
危
険

▼
ど
こ
で　

や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
山

形
県
県
民
会
館
）

▼
内
容　

山
形
県
・
宮
城
県
・
福
島

県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
・
ス
テ
ー
ジ

ド
リ
ル

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

警
察
本
部
警
務
部

広
報
相
談
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

０
１
１
０

（
内
線
２
１
７
４
）

　　
　

蚕
桑
地
区
健
康
教
室
を

　
　

開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

11
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

「
健
康
で
長
生
き
！
〜
蚕

桑
地
区
健
診
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と

〜
」

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
血
圧
測
定
、

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係　

☎
86

－
０
２
１
０

 　

長
井
市
建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ

　

長
井
市
で
は
、
県
内
初
と
な
る
ラ

な
薬
物
で
す
。

▼
使
う
と
ど
う
な
る
か
…

　

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、
呼

吸
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
命
に

か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
死
亡
事
故
や
意
識
障
害
に
よ
る
交

通
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
薬
物
相
談
窓
口
】

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
関
す
る
情
報
や

困
り
ご
と
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
置
賜
保
健
所　

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
８
７
２

●
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

●
県
警
察
本
部　

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

１
０
７
４

●
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
企
画
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
３
２

　
　　

公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら

　

面
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
を

迎
え
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

は
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で
感
染
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
感
染
予
防
の
た
め
に

マ
ス
ク
の
着
用
無
し
で
は
面
会
す
る

こ
と
を
お
断
わ
り
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
立
置
賜
総
合
病

院
医
事
情
報
課

☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０

　
　

　
　

置
賜
地
域
議
員
協
議
会
を

　
　

開
催
し
ま
す

　

地
域
の
課
題
や
施
設
等
に
つ
い
て
、

地
元
議
員
が
審
議
を
行
い
ま
す
。
県

議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍
聴
で
き
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
18
日
（
金
）

　

午
後
３
時
〜（
２
時
30
分
〜
受
付
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜

地
域
振
興
局　

講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
議
会
事
務

局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
８
４
５

　

平
成
28
年
度
防
災
気
象
講
演
会

　

を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

12
月
10
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
午
後
１

　

時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル

▼
内
容

①
「
大
雨
、
そ
の
時
ど
う
す
る
？

　
　
　

〜
気
象
情
報
の
利
活
用
〜
」

【
講
師
】
岡
田
み
は
る　

氏
（
一
般

社
団
法
人
日
本
気
象
予
報
士
会　

気

象
予
報
士
）

②
「
土
砂
災
害
を
知
る
・
備
え
る
・

行
動
す
る
」

【
講
師
】
岡
本
正
男　

氏
（
一
般
社

団
法
人
全
国
治
水
砂
防
協
会　

理
事

長
）　

▼
申
込
締
切　

11
月
21
日
（
月
）

※
席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日
の

入
場
も
可
能
で
す
。

▼
主
催　

（
一
財
）
消
防
防
災
科
学

セ
ン
タ
ー
、
山
形
地
方
気
象
台
、
山

形
県
、
南
陽
市

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
危
機
管
理
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
５
４

[FAX
]

０
２
３

－

６
３
３

－

４
７
１
１

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の
教

育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県
内
に

就
職
･
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金
３
０
０

万
円
を
限
度
に
教
育
基
金
協
会
か
ら

年
２
・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金
、
住
居

・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
５
０
％
〜
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年
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※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を
最

長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
間
は
ご
利
息
の
み
の
ご
返

済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料

　

団
体
会
員　
　
　

年
０
・
７
％

　

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

  

自
動
車
、
家
電
の
購
入
、
教
育
資

金
、
医
療
費
な
ど
、
生
活
資
金
全
般

に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
の

　

方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互
助

　

会
の
会
員
の
方

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職
場

　

に
融
資
制
度
の
な
い
方

▼
融
資
額
及
び
期
間
等

○
生
活
資
金
（
生
活
資
金
・
耐
久
消

　

費
財
購
入
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
３
・
２
〜
３
・
７
％

○
教
育
資
金（
教
育
資
金
、
授
業
料
等
） 

▼
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内 

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
２
〜
２
・
７
％

○
福
祉
資
金
（
出
産
、
育
児
、
災
害

　

復
旧
資
金
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
１
・
９
〜
２
・
４
％

○
自
動
車
資
金
（
自
動
車
購
入
資
金
、

　

自
動
車
に
関
す
る
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証
料
込
）

　

年
２
・
３
〜
２
・
８
％

※
「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」
以

外
の
方
は
年
０
・
３
％
の
利
子
補
給

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

お詫びと訂正

　「広報しらたか 10 月 13 日号」21 ペー
ジの「平成 28 年度明るい選挙啓発標語
入賞者」の記事内で誤りがありました。
下記のとおり訂正してお詫びします。

■入選【小学校高学年の部】

（誤）鈴木　美紅 →（正）鈴木　美空

！

大好評発売中「白鷹の赤すももわいん」

　今年も「白鷹の赤すももわいん」が発売されました！
　フレッシュで爽やかな味わいの、きれいな透明感のあ
る赤すももわいん。道の駅白鷹ヤナ公園をはじめ、町内
酒類販売店で限定発売となっております。
　お土産や乾杯酒として、是非どうぞ♪

2017 カレンダー「しらたかの四季」

　この度、2017 カレンダー「しらたかの四季」を制作しました。
　町内カメラ愛好家の方々が撮影した７点の写真。四季折々の
白鷹ならではの風景が広がっています。ぜひお買い求めくださ
い。
■値段　１部 1,000 円
■取扱店舗　白鷹町観光協会、あゆ茶屋、清水屋、パレス松風、
　どりいむ農園、宝思そば、熊屋、そばきり八寸、のどか村、
　千利庵

【問い合わせ】白鷹町観光協会　☎８６- ００８６

●26　　 広報しらたか　2016.11.14



　10 年後 20 年後の、 私達の毎日の暮らしや地域の姿を思い描いてみましょう。

　今回の白鷹学講座は、 白鷹町社会教育振興大会を兼ねて、 これからの町づくりや生涯学習のあり方を

みなさんと一緒に考えたいと思います。 ひとり一人が幸せで安心して住める地域を未来につなげるために、

いま聞いておきたい 「講演」 と 「発表」 です。 ぜひご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　次回 ・ 白鷹学講座パート 5 のお知らせ

　日時 ： 平成 29 年 1 月 20 日 ( 金 ) 午後 7 時～　会場 ： 白鷹町産業センター （パワーセンター白鷹） ホール

　内容 ：  「（仮） 白鷹町の食の伝承力調査から」　講師 ： 九州大学准教授　比良松道一氏

日時　平成28年 11 月 26日（土）　午後 1時 30分～4時

会場　白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）

内容　・表彰　社会教育功労者
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　   ・講演　演題「社会力が学校（教育）と地域（社会）を救う」
　　　
　　　　　　講師　筑波大学名誉教授　門脇厚司 氏
       
        

〇門脇厚司氏プロフィール

山形県（旧立川町）出身。東京教育大学大学院教育学

研究科博士課程修了。教育社会学専攻。

淑徳大学講師、日本経済新聞社、東京教育大学助教授、

筑波大学教授、筑波学院大学学長、

茨城県美浦村教育委員会教育長等を歴任。

『子どもの社会力』（岩波新書）ほか著書多数。

「人が人とつながり社会をつくる力」としての「社会力」

の意味と重要性を示し、成長過程での大人の働きかけや

地域での実践を訴えている。

〇石井紀子さんプロフィール

千葉県船橋市出身。東北芸術工科大学を卒業後、同大学の

文化財保存修復研究センターへ勤務。

昨年 11 月より、地域おこし協力隊として

蚕桑地区コミュニティセンターを活動拠点とし

地域の歴史や文化財を地域活性化に活用すべく、

日々研鑽を重ねながら、地域協力活動に従事している。

白鷹町の深い歴史と文化財について、よそ者視点から見て

紹介していきたいと意欲的に活動中。

  ・発表　テーマ「次世代に伝えたい郷土の文化遺産」
　　　　
　　　   発表者　地域おこし協力隊蚕桑地区担当　石井紀子さん

平成 28 年度白鷹学講座 パート 4 / 白鷹町社会教育振興大会

主催 : 白鷹学講座企画委員会、 白鷹町教育委員会、 白鷹町中央公民館

 ■整理券取扱い　 白鷹町教育委員会、 白鷹町中央公民館 、 各地区コミュニティセンター、

　 　　　　　　　　　　　  　 白鷹町文化交流センターあゆーむ、 白鷹町産業センター （パワーセンター白鷹）

　　　　　　　　　　　　　　

問合せ　白鷹町教育委員会 生涯学習 ・ 文化振興係　℡0238-85-6146

「地域で育む人と未来」

入場無料（整理券が必要です。ただし、社会教育振興大会の案内が届いている方は必要ありません。）
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白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.  

 

 

ヨ
ガ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室 

身
体
への
負
担
が
少
な
く
運
動

経
験
の
な
い
方
で
も
は
じ
め
や
す

く
、
続
け
や
す
い
教
室
で
す
。

▼
い
つ

１１
月
２８
日
（
月
）

「
肩
甲
骨
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヨ
ガ
」

指
導
者

秋
葉

裕
子

▼
い
つ

１２
月
１２
日
（
月
）

「
デ
ィ
ー
プ
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ヨ
ガ
」

指
導
者

今
野

恵

午
後
7
時
30
分
～

東
陽
ホ
ー
ル

参
加
費

会
員

５
０
０
円

非
会
員

８
０
０
円

体
験

初
回
無
料

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「初
心
者
コ
ー
ス
」開
催
中

初
心
者
の
方
大
歓
迎
！
ダ
ン
ス

を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
始
め
ら
れ
る

の
で
お
す
す
め
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
・
２
・
３
木
曜

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

中
央
公
民
館
大
会
議
室

「
中
級
コ
ー
ス
」

▼
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

中
央
公
民
館
大
会
議
室

（
第
４
木
曜
日
は
、
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
プ
ロ
講
師
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
♬
）

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」会長 岡田 明

白鷹町武道館内  
-    

-     
ホームページ  
「ゆめスポ

しらたか」

で検索。または、

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾 

定
期
的
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
！
「
１
人
で
は
続
け
ら

れ
な
く
て
も
、
み
ん
な
が
い
る
と

楽
に
続
け
ら
れ
る
！
」

初
め
て
の
方
大
歓
迎

▼
い
つ
毎
週
火
曜

午
前
10
時
～

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

大
人
・
シ
ニ
ア

※

１１
月
１５
日
、
１１
月
２９
日
、

１２
月
６
日
は
３
B
体
操
、
１１

月
２２
日
は
ス
ト
レ
ッ
チ
に
な
り

ま
す
。

入
会
募
集

今
な
ら
年
会
費
が
半
額
に

10
月
１
日
以
降
は
年
会
費
が
半
額

（個
人
１
，
２
５
０
円
、
家
族
セ
ッ
ト

２
，
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
事
務
局
へ

  

子
育
て
マ
マ
支
援

vol.

86

▼
い
　
つ
　
11
月
12
日
（
土
）〜
11

　
月
30
日
（
水
）午
前
9
時
〜
午
後

　
7
時

▼
い
　
つ
　
12
月
6
日
（
火
）〜
12

　
月
25
日
（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

　
7
時

　
公
募
展
の
入
賞
・
入
選
作
品
、
一

般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部
合
計

94
点
を
発
表
展
示
。
全
国
か
ら
の

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

１２月までの休館日
11/14（月）・21（月）・28（月）
12/5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

●
梅
津
五
郎
芸
術
賞

第
２
回
全
国
絵
画
公
募
展

●
梅
津
五
郎
絵
画
展

・
梅
津
五
郎
：
戦
時
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

・
画
家
の
魂―
―

ア
ト
リ
エ
の
遺
品

〈 

特
別
展
示 

〉

▼
い
　
つ
　
12
月
17
日
（
土
）

　
午
後
3
時
開
演

　（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
指
　
揮
　
松
村
秀
明
　

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般   

　
　
　
　 

2
0
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　   

1
0
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、
中
央

　
公
民
館
ほ
か

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
第
41
番

「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞
窟
」
な
ど
の

名
曲
を
、
山
響
の
演
奏
と
あ
ゆ
ー

む
ホ
ー
ル
の
絶
妙
の
響
き
の
中
で
。

●
山
形
交
響
楽
団

　
　
あ
ゆ
ー
む
コ
ン
サ
ー
ト

● 

第
34
回

▼
い
　
つ
　
11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
伴
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
キ
ー
ボ

　
ー
ド
と
ベ
ー
ス
）
ほ
か 

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
50
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《緑色の太陽》 2000

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人 

２
0
0
円  

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下 

無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
風
景
画
の

傑
作
と
、
画
家
の
出
征
時
の
戦
時

ス
ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
ア
ト
リ
エ
の
遺

品
を
ま
と
め
て
紹
介
。

▼
い

つ

12

第
２
回
全
国
絵
画
公
募
展

表
彰
式
は
、12
月
11
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

応
募
者
一
般
76
名
、
県
内
小
・
中

学
生
３
４
４
名
の
中
か
ら
選
抜
。

審
査
員
は
松
田
茂
（
東
光
会
副
理

事
長
）、
小
林
俊
介
（
山
大
教
授
）。

入
場
無
料

Close Up
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　 お く や み　　

10 １ 10 31  

住 所 父母の名 子の名

山　口 多田野
誠

楓
ふう

　真
ま

彩華

高　玉 児玉
直樹

樹
じゅ

　里
り

恵里香

十　王 梅津
睦 凜

りん

友加

畔　藤 鈴木
洋平 叶

かな

　大
た

智美

横田尻 長谷部
伸矢 琴

こと

　葉
は

美沙

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご結婚おめでとう

♥

 住 所　　   　氏　名      年齢

浅　立　  石　坂　信　子　 94
鮎　貝　  横　山　ト　ミ　 90
十　王　  橋　本　晃　二 　83
鮎　貝　  　　賀　郁　夫 　82
鮎　貝　  新　野　ふ　み 　91
横田尻  　小　林　富　子　 86
深　山　  横　澤　茂　雄 　82
広　野　  鈴　木　ふ　み 　93
高　玉　  長　澤　善　七 　92
畔　藤　  布　施　ら　く 　93
下　山　  安　部　碩　郎 　79
鮎　貝　  黒　沢　信　吉　 68
広　野　  新　野　良　一 　77
下　山　  竹　田　サトミ 　95
山　口　  岡　部　くにゑ 　96
山　口　  青　木　こ　よ 　90
横田尻　  新　野　喜美代 　66
畔　藤　  菅　原　忠　次 　92

こんにちは赤ちゃん

「
心
が
伝
わ
る
歌
、
時
代
を
超
え
て
歌
い

継
が
れ
る
歌
を
生
み
出
し
た
い
」

　

町
観
光
交
流
大
使
の
田
勢
康
弘
さ
ん
が

代
表
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
「
全
日
本
こ
こ

ろ
の
歌
謡
選
手
権
大
会
」。
こ
れ
は
、
同

大
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
13

曲
を
課
題
曲
と
し
、
１
次
審
査
（
テ
ー
プ

審
査
）、
２
次
審
査
（
歌
唱
審
査
）
を
経

て
、
全
国
決
勝
大
会
で
曲
ご
と
の
ナ
ン
バ

ー
１
を
決
め
る
と
い
う
も
の
。
初
開
催
と

な
っ
た
今
大
会
に
は
全
国
か
ら
６
０
０
人

を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
埼
玉
県
越
谷
市
で
開
催
さ

れ
た
２
次
予
選
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

は
町
か
ら
６
人
が
出
場
。
プ
ロ
も
多
数
出

場
す
る
中
、
小
林
康
成
さ
ん
（
十
王
）
と

吉
村
秀
昭
さ
ん
（
山
口
）
の
二
人
が
、
13

曲
中
２
曲
に
お
い
て
東
日
本
ナ
ン
バ
ー
１

表 の

　10 月１日夜―奇祭「きつねまつり」。きつねの

嫁入り行列の先導をする「奴ふり」は、「紅（あか）

い」衣装で勢いよく飛び跳ね、民衆をかき分けま

す。続いてきつねの花嫁さん、今宵は紅（あか）

い打掛姿です。祭りを担う若者たち・見物人の活

気ある笑顔が、白鷹の秋の夜に浮かび上がる――

「にぎやか　あざやか　シラタカ・レッド」です。

に
な
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
課
題
曲
ご
と
の
ナ
ン
バ
ー
１
の
方

は
、
田
勢
代
表
か
ら
「
こ
こ
ろ
の
歌
大

使
」
を
任
命
さ
れ
、
12
月
２
日
に
東
京
都

葛
飾
区
「
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル

ズ
」
で
開
催
さ
れ
る
全
国
決
勝
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
２
次
予
選
で
は
、
橋
本

ひ
ら
り
さ
ん
（
東
根
小
５
年
）
が
出
場
者

54
人
の
中
か
ら
男
女
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ

る
「
歌
唱
賞
」
を
受
賞
。
ま
た
、
こ
の
日

は
、
小
林
さ
ん
が
白
鷹
町
の
法
被
、
吉
村

さ
ん
が
紅
花
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
白
鷹
町

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
町
か
ら
参
加
し
た
の
は
歌
を

愛
す
る
有
志
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
を
機
に
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施
設
の
行
事
な
ど

で
も
歌
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

Close Up
クローズアップ

を した さん 田 さん の

の を た さん の を さん

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

鈴　木　清　和　 　浅　立

遠　藤　美由紀 　　南陽市

竹　田　勝　成　 　中　山

髙　橋　祐　未 　　米沢市
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2016-11-14
広
報
し
ら
た
か

作り方

① 大根をいちょう切りにして茹でる。（串が 

   通るようになるまで）

② こんにゃく、里芋を入れて①と一緒にア

   クを捨てながら醤油と酒で煮る。

③ 芋が煮えたら牛肉を入れる。

④ 味が染みてきたら砂糖を少し入れ、きの

   ことねぎを入れる。

芋煮

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約１人分）

里芋…………  100㌘
牛肉……………35㌘
ねぎ…… 20 ～ 30㌘
きのこ…………25㌘

（今回は舞茸）

大根……………50㌘

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

地域おこし協力隊

遠藤真弓さん

　こんにゃく……35㌘
　醤油………大さじ１
　砂糖……隠し味程度

　酒 ………大さじ 2/3
　水……………600ml

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

教えていただいた人

梅津たまさん（萩野）

今月の旬

「里芋」

＊こんにゃくは味が染 

　みるようにちぎるま

　えに割りばしで全体

　を刺す。

＊湯呑やコーヒーカッ

　プなどのふちで押し

　てちぎると均等の大

　きさになる。

裏ワザ！
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